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■
は
じ
め
に 

 

病
理
診
断
科
は
、

内
科
や
外
科
と
い

っ
た
臨
床
各
科
と

同
様
、
院
内
に
独
立

し
て
設
置
さ
れ
た

標
榜
科
の
ひ
と
つ

で
す
が
、
「
ど
こ
に
あ
る
の
？
」
、
「
何
を

し
て
る
の
？
」
と
い
う
声
が
病
院
内
か
ら

も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
近
年
、
病
理

医
が
患
者
様
に
病
理
診
断
の
結
果
を
報

告
す
る
『
病
理
外
来
』
を
試
み
る
医
療
施

設
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ

患
者
様
と
病
理
医
が
直
接
お
会
い
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

当
院
で
は
、
常
勤
病
理
医
1
名
、
臨

床
検
査
技
師
3
名
が
、
臨
床
検
査
部
の

奥
の
片
隅
に
あ
る
検
査
室
で
毎
日
業
務

に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。 

■
病
理
診
断
科
の
位
置
付
け
と
現
状 

○
病
院
の
診
療
レ
ベ
ル
の
下
支
え 

 

現
在
、
医
療
機
能
評
価
や
地
域
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
指
定
な
ど
で
は
、
病
理

診
断
科
が
必
須
で
、
医
療
機
関
を
格
付
け

る
一
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
臨
床
検
査

セ
ン
タ
ー
へ
の
外
注
に
頼
る
こ
と
な
く
、

院
内
で
病
理
標
本
を
作
製
し
速
や
か
に

病
理
診
断
を
行
う
こ
と
は
、
病
院
の
診
療

レ
ベ
ル
を
下
支
え
す
る
の
に
不
可
欠
な

も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
が
ん
診
療
で
は
重
要
視
さ
れ
て
お

り
、
術
前
診
断
→
術
中
迅
速
診
断
→
摘
出

材
料
検
索
→
治
療
方
針
決
定
→
薬
物
選

択
→
治
療
効
果
判
定
と
い
っ
た
各
段
階

で
病
理
医
の
判
断
が
求
め
ら
れ
、
臨
床−

病
理
間
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通
じ
て
、

患
者
様
へ
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
し
ま

す
。 加

え
て
、
若
手
医
師
の
教
育
と
い
っ
た

部
分
で
も
重
要
で
す
。
内
科
学
会
認
定
教

育
施
設
の
認
定
基
準 

教
育
病
院
：
剖
検
体
数 

10
体
以
上
、

臨
床
病
理
症
例
検
討
会 

[

C

P

C] 

5
症
例
以
上 

 

教
育
関
連
病
院
：
剖
検
体
数 

1
体

以
上
、
C

P

C

1
症
例
以
上
は
病
理
解

剖
が
必
要
と
さ
れ
、
研
修
医
教
育
に
も
不

可
欠
で
す
。
決
し
て
目
立
た
な
い
病
理
診

断
科
で
す
が
、
こ
の
様
に
「
縁
の
下
の
力

持
ち
」
と
し
て
病
院
・
医
療
を
陰
で
支
え

て
い
ま
す
。 

○
経
済
的
な
面
か
ら
の
病
理
診
断
科 

 

診
療
報
酬
の
保
険
点
数
の
面
か
ら
も
、

病
理
診
断
科
の
位
置
付
け
を
読
み
取
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
平
成
24
年
度
の
改
訂

で
は
、
『
病
理
診
断
を
専
ら
担
当
す
る
医

師
が
勤
務
す
る
病
院
』
で
の
病
理
診
断
料

は
、 

 

病
理
診
断
料
（
病
理
診
断
料 

4

0

0

点
、
細
胞
診
断
料 

2

0

0
点
）
＋
病
理

診
断
管
理
加
算 

 

・
病
理
診
断
管
理
加
算
1
：
常
勤
病
理

医
が
1
名
の
場
合
（
組
織
診
断
1

2

0

点
、
細
胞
診
断
60
点
） 

 

・
病
理
診
断
管
理
加
算
2
：
常
勤
病
理

医
が
2
名
の
場
合
（
組
織
診
断
3

2

0

点
、
細
胞
診
断
1

6

0
点
） 

と
算
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平

成
26
年
度
の
改
訂
で
は
、
病
理
診
断
管
理

加
算
1
・
2
と
も
『
病
理
診
断
科
を
標

榜
し
て
い
る
保
険
機
関
で
あ
る
こ
と
』
と

明
記
さ
れ
ま
し
た
。
病
理
医
が
常
駐
す
る

病
院
、
特
に
複
数
の
病
理
医
が
い
る
こ
と

で
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
高
い
診
断

精
度
を
保
て
る
病
院
を
優
遇
し
て
い
こ

う
と
い
う
意
図
が
見
て
取
れ
ま
す
。
「
精

度
の
高
い
病
理
診
断
を
報
告
す
る
責
任

が
病
理
医
に
は
あ
る
」
と
い
う
期
待
の
表

れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

○
病
理
医
が
足
り
な
い
！ 

 

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
邦
に
お
け
る

病
理
専
門
医
不
足
は
改
善
さ
れ
ず
（
平
成

27
年
2
月
1
日
現
在
、
2
、
2

7

6

名
）
、
人
口
当
た
り
の
病
理
医
数
は
ア
メ

リ
カ
の

5
分
の

1

と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
医
療
政
策
機
構
の
統
計
に
よ
る

と
、
兵
庫
県
内
の
病
理
専
門
医
は
83
名

（
1

4
．
2
名
／
1

0

0
万
人
）
で

あ
り
、
全
国
都
道
府
県
中
37
位
（
全
国
平

均
1

7
．
7
名
／
1

0

0
万
人
）
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
数
字
は
都
道
府
県

内
の
医
学
部
・
大
学
病
院
の
数
に
も
左
右

さ
れ
ま
す
し
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
も
大

き
な
問
題
で
す
。
し
か
し
、
全
国
に
約
4

0

0
施
設
あ
る
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
で
さ
え
、
14
％
も
の
病
院
で
常
勤
病
理

医
は
不
在
の
状
況
。
加
え
て
、
病
理
専
門

医
平
均
年
齢
は
5

2
．
4
歳
（
平
成
24

年
9
月
現
在
）
と
高
齢
で
、
今
後
5
年

以
内
に
病
理
医
の
5
分
の
1
に
相
当

す
る
約
4

0

0
名
超
が
定
年
を
迎
え

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
魅
力
あ
る
病

理
診
断
科
、
病
理
医
と
し
て
の
仕
事
の

や
り
が
い
を
若
手
医
師
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
急
務
で
、
日
本
中
に
質
の
高

い
医
療
を
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
に
も
若

手
病
理
医
育
成
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。 

医
師
確
保
の
た
め
の
実
態
調
査 

（
日
本
医
師
会
平
成
22
年
） 

必
要
求
人
医
師 

 

第
1
位 

病
理
医 

 
 
 

3.

7

7
倍
（
不
足
率
7

3.

5
％
） 

第
2
位 

産
婦
人
科
医 

 

2.

9

1
倍
（
不
足
率
6

5.

6
％
） 

第
3
位 

救
急
科 

 
 
 

2.

0

7
倍
（
不
足
率
5

1.

7%

） 
 

（
全
医
師
平
均 

1.

1

4
倍
） 

■
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
？ 

 

病
理
診
断
科
で
行
わ
れ
る
検
査
は
、

患
者
様
の
体
の
一
部
よ
り
採
取
さ
れ
た

組
織
・
細
胞
を
顕
微
鏡
下
で
検
査
す
る

種
類
の
も
の
で
、
血
液
や
尿
を
機
械
に

か
け
て
数
値
と
し
て
得
ら
れ
る
類
の
検

査
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
顕
微
鏡
用
に
作

製
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
ガ
ラ
ス
標
本
を
観

察
し
、
病
理
医
の
目
で
診
断
が
下
さ
れ

て
い
ま
す
。
患
者
様
か
ら
採
取
さ
れ
た

組
織
に
関
し
て
は
、
1
つ
の
臓
器
に
は

必
ず
1
つ
の
診
断
、
1
つ
の
臓
器
で
も

複
数
の
病
変
が
あ
れ
ば
全
て
の
病
名
を

診
断
、
が
原
則
で
す
。 

○
組
織
診
断
（
生
検
標
本
）
：
胃
・
大

腸
内
視
鏡
検
査
で
認
め
ら
れ
た
発
赤
や

ポ
リ
ー
プ
、
腫
瘍
よ
り
採
取
さ
れ
た
組

織
片
、
皮
膚
病
変
・
腫
瘤
な
ど
、
小
さ

な
検
体
を
手
掛
か
り
に
病
名
を
決
定
し

ま
す
。
そ
の
結
果
を
手
掛
か
り
に
、
臨

床
医
は
治
療
方
針
を
決
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
手
術
前
に
は
病
理
診
断
に

よ
る
確
定
診
断
が
必
ず
必
要
と
さ
れ
ま

す
し
、
皮
膚
炎
な
ど
で
は
病
理
診
断
に

よ
る
確
定
診
断
に
て
投
薬
さ
れ
る
薬
剤

が
決
定
さ
れ
ま
す
。
胃
カ
メ
ラ
検
査
に

て
、
極
々
小
さ
な
粘
膜
内
の
印
環
細
胞

癌
を
見
つ
け
て
く
る
内
視
鏡
医
、
肉
眼

的
観
察
で
の
診
断
名
と
病
理
診
断
が
一

致
す
る
皮
膚
科
医
に
は
い
つ
も
頭
が
下

が
り
ま
す
。 

○
組
織
診
断
（
手
術
標
本
）
：
外
科
的

に
摘
出
さ
れ
た
が
ん
組
織
は
、
ど
れ
く

胃粘膜生検（右：H.E.染色／左：PAS染色） 
超初期の印環細胞癌の赤色粘液を持つがん細胞（矢印） 

あ
る
細
胞
を
チ
ェ
ッ
ク
（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
）
し
、
疑
陽
性
〜
悪
性
の
細
胞
に
関
し

て
は
病
理
医
に
よ
る
確
認
作
業
が
行
わ

れ
ま
す
。
子
宮
が
ん
検
診
で
子
宮
頚
部
は

細
胞
を
こ
す
り
取
っ
て
き
ま
す
し
、
乳
房

の
し
こ
り
は
針
で
穿
刺
・
吸
引
し
て
細
胞

を
取
っ
て
き
ま
す
。
細
胞
の
採
取
の
際
、

比
較
的
患
者
様
の
痛
み
が
少
な
い
こ
と

が
細
胞
診
の
特
徴
で
す
の
で
、
各
種
検
診

に
用
い
ら
れ
ま
す
。
細
胞
の
良
性
、
悪
性

の
判
定
の
み
な
ら
ず
、
細
胞
の
特
徴
か
ら

疾
患
名
を
決
定
・
類
推
す
る
こ
と
も
出
来

ま
す
し
、
あ
る
種
の
感
染
症
（
ウ
イ
ル

ス
・
細
菌
・
真
菌
）
に
つ
い
て
も
同
定
も

可
能
で
す
。 

○
術
中
迅
速
診
断
：
手
術
中
に
10
〜
15

分
程
度
で
行
わ
れ
ま
す
。
病
変
の
良
性
・

子宮頚部扁平上皮（パパニコウウ染色） 
HPV感染によるコイロサイトーシス 

悪
性
の
判
定
、
病
変
が
取
り
き
れ
て
い
る

か
、
リ
ン
パ
節
転
移
の
有
無
を
確
認
し
ま

す
。
手
術
中
に
採
取
さ
れ
た
組
織
の
一
部

を
凍
結
さ
せ
、
薄
い
切
片
を
作
製
す
る
装

置
（
ク
リ
オ
ス
タ
ッ
ト
）
を
用
い
ま
す
。

診
断
は
直
ち
に
手
術
室
の
執
刀
医
に
報

告
さ
れ
、
結
果
次
第
で
は
、
手
術
方
針
が

術
中
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
ま

す
。
時
に
は
、
非
常
に
小
さ
な
リ
ン
パ
節

転
移
を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
重

大
な
決
定
を
下
す
業
務
で
す
の
で
、
執
刀

医
へ
の
報
告
は
緊
張
し
ま
す
。 

○
病
理
解
剖
：
病
院
で
病
気
が
原
因
で
亡

く
な
ら
れ
た
ご
遺
体
を
解
剖
さ
せ
て
い

乳癌センチネルリンパ節（H.E.染色） 
極一部に癌細胞（矢印） 

た
だ
き
ま
す
。
生
前
の
診
断
が
正
し
か
っ

た
か
、
病
気
の
進
行
具
合
や
治
療
が
適
切

で
あ
っ
た
か
、
死
因
は
何
で
あ
っ
た
か
を

検
討
し
ま
す
。
ご
家
族
の
ご
理
解
・
ご
協

力
の
下
、
ご
遺
体
に
失
礼
の
な
い
よ
う
敬

意
を
払
い
、
全
身
の
臓
器
を
検
索
し
ま

す
。
病
理
専
門
医
は
、
そ
の
受
験
資
格
に

「
屍
体
解
剖
資
格
を
有
す
る
こ
と
」
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
病
院
で
病
気
が

原
因
で
死
亡
し
た
患
者
様
に
限
り
、
病
院

で
の
病
理
解
剖
が
可
能
で
す
（
屍
体
解
剖

保
存
法
に
て
、
ご
遺
体
に
メ
ス
を
入
れ
る

こ
と
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
）
。

病
理
解
剖
に
て
亡
く
な
ら
れ
た
患
者
様

の
病
気
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
将
来
の
よ

り
良
い
医
療
の
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。 

■
新
た
な
病
理
診
断 

 

時
折
、
病
理
医
で
も
見
解
が
分
か
れ
て

し
ま
う
よ
う
な
困
難
な
症
例
に
ぶ
つ
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
中
年
女
性
に

発
生
し
た
乳
腺
腫
瘤
。
術
中
迅
速
診
断
に

て
「
良
性
」
と
診
断
し
、
外
科
医
は
腫
瘍

部
分
を
く
り
抜
く
だ
け
の
手
術
に
と
ど

め
ま
し
た
（
悪
性
な
ら
乳
房
切
除
術
に
切

り
替
わ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
）
。
後

日
、
念
の
た
め
他
施
設
の
病
理
医
に
意
見

を
求
め
ま
し
た
と
こ
ろ
、「
悪
性
を
疑
う
」

と
の
こ
と
。
冷
や
汗
を
か
き
ま
し
た
が
、

結
局
の
と
こ
ろ
乳
腺
腫
瘍
を
専
門
と
す

る
病
理
医
に
コ
ン
サ
ル
ト
し
、
「
良
性
に

間
違
い
な
い
」
と
の
判
断
を
い
た
だ
い
て

決
着
。
胸
を
撫
で
下
ろ
し
ま
し
た
。
こ
の

様
に
、
顕
微
鏡
下
に
て
細
胞
・
組
織
の
形

態
、
い
わ
ゆ
る
「
細
胞
の
顔
つ
き
」
か
ら

判
定
す
る
形
態
学
的
診
断
は
客
観
性
を

欠
く
た
め
、
病
理
医
間
の
判
定
の
差
異
を

生
じ
得
る
と
い
う
点
は
大
き
な
問
題
で

す
。
昔
の
大
学
教
授
は
、
「
俺
が
“
が
ん
”

と
い
え
ば
“
が
ん
”
だ
！
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
ね
。 

し
か
し
、
近
年
の
分
子
生
物
学
的
研
究

の
成
果
に
よ
り
、
病
理
診
断
も
大
き
く
様

変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
分
子
標
的

薬
の
登
場
は
病
理
サ
イ
ド
に
求
め
ら
れ

る
情
報
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ご
存
知
の
と
お
り
、
乳
癌
で
は
、
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
レ
セ
プ
タ
ー
・
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン

レ
セ
プ
タ
ー
発
現
に
加
え
、
が
ん
遺
伝
子

産
物HER2

発
現
が
、
抗
ホ
ル
モ
ン
療
法
や

ト
ラ
ス
ツ
マ
ブ
（
ハ
ー
セ
プ
チ
ン
）
治
療

の
た
め
に
重
要
と
な
り
、
古
典
的
な
組
織

型
分
類
は
す
っ
か
り
陰
を
潜
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
た
、
消
化
管
間
質
腫
瘍

（gastrointestinal stromal tumor 
[GIST]

）
で
は
、
イ
マ
チ
ニ
ブ
（
グ
リ
ベ

ッ
ク®

）
投
与
の
た
め
、c-kit

遺
伝
子
産

物
過
剰
発
現
の
有
無
、
転
移
性
大
腸
癌
患

者
にEGFR

阻
害
薬
を
投
与
す
る
た
め
に

は
、
大
腸
癌
原
発
巣
部
分
のK-ras

遺
伝

子
に
変
異
の
有
無
が
重
要
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
将
来
の
病
理
診
断
に
は
、
形
態

学
的
診
断
プ
ラ
ス
分
子
生
物
学
的
エ
ビ

デ
ン
ス
を
融
合
さ
せ
た
も
の
と
な
り
そ

う
で
す
。 

■
さ
い
ご
に 

 

病
理
診
断
科
の
本
邦
に
お
け
る
現
状

と
業
務
の
概
略
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
ガ
ラ
ス
標
本
を
介

し
て
し
か
患
者
様
と
接
す
る
こ
と
の
な

い
我
々
で
す
が
、
若
い
患
者
様
の
ご
病
気

に
は
心
を
痛
め
、
悪
性
腫
瘍
の
外
科
的
手

術
で
は
リ
ン
パ
節
転
移
が
無
い
こ
と
を

祈
り
な
が
ら
、
目
を
皿
の
様
に
し
て
が
ん

細
胞
を
探
し
ま
す
。
「
が
ん
告
知
さ
れ
る

の
は
辛
い
だ
ろ
う
な
」
、
「
ご
家
族
も
心

配
だ
ろ
う
な
」
な
ど
と
想
い
を
巡
ら
せ
た

り
、
「
早
期
の
が
ん
だ
か
ら
大
丈
夫
で
す

よ
」
と
心
の
声
で
励
ま
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
病
理
診
断
科
で
は
患
者
様
と
直
接
お

会
い
し
ま
せ
ん
が
、
患
者
様
の
た
め
を
思

い
な
が
ら
診
断
す
る
こ
と
を
心
が
け
て

い
ま
す
。 検

査
部
・
病
理
診
断
科 

部
長 

仙
波 

秀
峰 

  

 

開放型病床 その後・・・と 
 地域医療連携室の取り組み 

 

 
おかげさまで、4月 1日現在までに開放型病

床にご登録いただきました医療機関が 26施設
となり、稼働率も施設基準を満たすことがで
きましたのでご報告させていただきます。 
開放型病床運用開始当初は、「手続きに時間

が掛かるばかりでメリットがない。」「掖済会

さんに行けないから・・・。」などのご意見を
多くいただき、稼働率が思うように伸びませ
んでした。そこで、委員会の承認を経て受け
入れ対応科として救急科を追加し、病床利用
手続きも簡易化いたしました。また、いつも
当院へお越しいただいている先生方には、こ
れまでと変わらず、病棟での対応ができるよ
う運用を検討いたしました。 
この結果、病床運用実績は、2 月延べ 20床

（14％）であったものが 3月延べ 40床（26％）
となり、病床稼働率は登録ベッド 5 床に対し
て施設基準の 20％を越えることができまし

た。今回ご協力いただきました先生方に、こ
の場をお借りして御礼申し上げます。 

まだまだ、改善されるべき点が多いと思い
ますので、是非とも奇譚のないご意見を頂き
益々の利用増加を期待していきたいと考えて
おります。 

このほか、当地域医療連携室では、地域包
括ケアシステムの一端を担う急性期病院とし
て、地域の医療機関への紹介・逆紹介につい
て積極的に取り組んでおります。例えば、循
環器内科では、「循環器ネット」なるものを作
成し、当院循環器内科で年に１回検査などを

行い、その他の普段の診察はあらかじめご登
録いただいている「かかりつけ医」で診てい
ただくシステムを構築いたしました。また、
地域の施設や医療機関とも定期的な連携の会
を設け、より円滑で風通しの良い地域との連
携を目指しております。 

もちろん、地域の基幹病院として各科緊急
入院の受け入れについてもこれまで以上の努
力が必要であると実感しております。今年度
より、対策を考案中ですので、乞うご期待。 

以上、課題山積ですが、私の熱望した事務
員の増員も決まり、これらの課題に取り組む

べく頼もしい戦力となることを期待しつ
つ・・・ 

まだまだ、発展途中の地域連携室ですが、
いつでもお気軽にご意見を賜り皆様のご期待
に沿えるよう努力して参りたいと思いますの

でよろしくお願いいたします。                     

地域医療連携室 
看護師長  片山  綾 

 

 

ら
い
進
行
し
て
い
る
か
、
き
ち
ん
と

取
り
き
れ
て
い
る
か
、
リ
ン
パ
節
転

移
は
な
い
か
な
ど
、
病
理
診
断
に
て

今
後
の
治
療
方
針
に
役
立
つ
情
報
が

提
供
さ
れ
ま
す
。
本
邦
で
は
、
大
部

分
の
悪
性
腫
瘍
は
各
臓
器
ご
と
に

「
が
ん
取
扱
い
規
約
」
が
存
在
し
、

そ
の
分
類
に
従
っ
て
判
定
が
行
わ
れ

ま
す
。
が
ん
の
組
織
型
、
進
行
度
を

は
じ
め
、
脈
管
侵
襲
、
リ
ン
パ
節
転

移
、
臨
床
病
期
分
類
を
同
一
の
ル
ー

ル
で
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
内
で
行
わ
れ
る
が
ん
診
療
の

均
て
ん
化
が
可
能
と
な
り
、
適
切
な

治
療
法
の
決
定
、
予
後
の
判
定
の
み

な
ら
ず
、
疫
学
・
統
計
へ
の
利
用
や

が
ん
研
究
へ
の
応
用
を
が
可
能
に
な

り
ま
す
。 

○
細
胞
診
：
痰
や
尿
、
胸
水
や
腹
水
に

が
ん
細
胞
が
混
じ
っ
て
い
な
い
か
調

べ
る
検
査
で
す
。
細
胞
検
査
士
資
格

を
持
つ
臨
床
検
査
技
師
が
、
異
常
の



ま
で
抽
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
検
査
で
す
か

ら
、
被
ば
く
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
１

回
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
で
乳
房
が
浴
び
る
被
ば

く
線
量
は
0
．
0

5
～
0
．
1

5 mSv

（
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
、
誰
も
が
日
本
に
い
て
、
１
年
間
宇
宙
か

ら
受
け
て
い
る
自
然
放
射
線
は
約
2
．
4 

m
S
v

で

す
。 

乳
房
撮
影
装
置
の
紹
介 

近
年
、
撮

影
装
置
は
格

段
の
進
歩
を

と
げ
、
従
来

の
フ
ィ
ル
ム

診
断
か
ら
モ

ニ
タ
ー
診
断

へ

と

移

行

し
、
当
院
は

平

成

27

年

1

月
に

F

P

D
（
フ
ラ

ッ
ト
パ
ネ
ル

検
出
器
）
を

搭
載
し
た
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置

（
富
士
フ
ィ
ル
ム
メ
デ
ィ
カ
ル
社
製
：
ア
ミ
ュ
レ
ッ

ト
S
）
を
導
入
し
ま
し
た
。 

「
光
」
を
ス
イ
ッ
チ
と
し
て
画
像
情
報
を
読
み
取
る

F
U
J
I
F
I
L
M

独
自
の
新
方
式
の
世
界
最
小
画
像
50

μm
・
直
接
変
換
型
F

P

D
を
搭
載
し
、
ノ
イ
ズ
の

少
な
い
鮮
明
な
画
像
で
乳
腺
内
を
よ
り
見
や
す
く
、

病
変
部
（
石
灰
化
，
腫
瘤
）

を
よ
り
詳
細
に
描
出
し
ま

す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
低
被
ば
く
で

解
像
度
の
高
い
画
像
の
提
供

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

当
院
で
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
検
診
精
度
管
理
委
員
会
に

よ
る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
認
定

技
師
の
資
格
を
有
す
る
専
門

放
射
線
技
師
に
よ
る
撮
影
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
担
当
技

師
が
丁
寧
に
説
明
し
検
査
を

行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
関
す
る

こ
と
は
、
お
気
軽
に
質
問
し

て
下
さ
い
。 

 放
射
線
科 

技
師
長 

藤
原 

秀
章 

 

 

 

外科医員 

大久保 悠祐 
（おおくぼ ゆうすけ） 

2009年（H21）年 

外科全般 

まだまだ経験は未熟です
が、若さと体力でカザーし

下村 悠記 
（しもむら ゆうき） 

2015年（H27) 卒 

4 月より 3 か月間、内科
（消化器）を回ります。 

消化器内科に興味があり
ます。また、内科の手技を
早く習得して使ってもらえ

る医師になりたいと思っています。御指導の程
よろしくお願いします。 

大学時代はゲームばかりしていて、それが高
じて大会で日本一になり、世界大会にも出場し
ました。今はオタクを卒業し、美味しいごはん
を食べてお酒を飲むのが生甲斐です。最近は背
伸びをしてジャズを聴きながらお酒を飲むよ
うにしています。是非、色々美味しいお店を教
えてください。 

神保 祐介 
（じんぼ ゆうすけ） 

2015年（H27) 卒 

現在、麻酔科で研修させ
て頂いてます。 

外科系の診療科に特に興
味があります。 

小学生の頃から始めた野

球を大学まで続けていたこともあり、趣味は
野球やテニスです。   

もともと、体を動かすことが好きで野球以
外のスポーツもよくテレビで観戦していま
す。最近のマイブームは、休日に垂水や三宮
の辺りを散策することです。出身が東京で神
戸で 生活するのは初めてなので毎回新しい
発見があり、とても新鮮な感じを楽しんでい
ます。 

平尾 益美 
（ひらお ますみ） 

2015年（H27) 卒 

循環器内科 
得意な科目はありませ

ん。好きな科目は循環器内
科です！大学時代は学科試
験と国家試験の勉強しかし

てこなかったので全然知識はありませんがこ
れから習得します。循環器の先生方には多々ご
迷惑かけてしまうと思いますがよろしくお願
いします。 
私は珈琲が大好きで神戸の可愛いカフェで

友達とおしゃべりするのがマイブームです。プ
チ夢はバリスタの資格を取って皆様に美味し
い珈琲が入れられたら～ですが、まずは研修医
の仕事をしっかり身につけるよう努力してい
きます。 

平
成
13
年
に
元
町
か
ら
垂
水
に
移
転
し
、
14
年
が
経

過
し
ま
し
た
。 

そ
の
間
当
院
の
乳
房
X
線
撮
影
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

の
件
数
は
10
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。 

平
成
16
年
に
厚
生
省
か
ら
乳
が
ん
検
診
に
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
推
奨
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
た
て
影
響

も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
や
は
り
、
皆
様
の
乳
が
ん
検

診
に
対
す
る
関
心
が
深
ま
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

し
か
し
、
乳
が
ん
検
診
受
診
率
は
欧
米
と
比
較
す
る

と
は
る
か
に
低
い
状
態
で
す
。 

乳
が
ん
は
乳
腺
腫
瘍
で
す
。
放
置
し
て
お
け
ば
乳
腺
の

外
ま
で
が
ん
細
胞
が
増
殖
し
、
血
管
や
リ
ン
パ
管
を
通

っ
て
全
身
に
広
が
っ
て
い
き
、
女
性
の
壮
年
期
（
30
～

64
歳
）
の
が
ん
死
亡
原
因
の
１
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
は
早
期
発
見
・
治
療
で
約
90
％
以
上
が
治
癒
可

能
で
す
。
定
期
的
な
自
己
検
診
や
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

診
に
よ
っ
て
早
期
発
見
を
し
ま
し
ょ
う
。 

当
院
の
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
は
女
性
技
師

が
行
い
ま
す
。 

撮
影
方
法
と
し
て
、

乳
房
を
圧
迫
板
に
よ

り
挟
み
、
左
右
・
上
下

の
合
計
4
回
、
約
5

分
間
の
撮
影
を
行
い

ま
す
。 

挟
む
こ
と
に
よ
り
、

乳
房
を
薄
く
均
等
に

広
げ
る
こ
と
で
、
乳
腺

を
よ
り
鮮
明
に
抽
出

で
き
る
こ
と
や
、
放
射

線
の
被
ば
く
を
減
少

す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 撮

影
時
に
患
者
様

か
ら
よ
く
聞
く
質
問

は
「
す
ご
く
痛
い
の
で

は
？
」
。「
小
さ
な
胸
で

も
挟
む
こ
と
は
で
き

る
の
？
」
。
「
X
線
は

危
険
じ
ゃ
な
い
？
」
。

と
い
っ
た
質
問
で
す
。 

痛
み
に
つ
い
て
は
圧

迫
す
る
力
を
緩
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
し
、

当
院
は
痛
み
を
緩
め

る
圧
迫
板
を
用
意
し

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
乳
房
の
大
小
に

関
わ
ら
ず
、
奥
の
胸
筋

●●●●●●●● 
平成 27年 4月 1日、神戸掖済会病院いるか

保育園が開園致しました。 
病院近郊の静かな住宅街にあり、綺麗でか

わいい保育園です。床暖房をはじめ、トイレ
は暖かい便座、手を近づけると水が出る自動
水洗、幼児用シャワーまで設置され、とても
過ごしやすくなっています。 
 手作りおやつをはじめ、野菜作り等の食育
にも力を入れています。 
毎日お散歩を日課とし、体力作りにも励ん

でいます。 
5 月から専任の講師によるリトミックも始

まります。 
少人数保育の為、職員が一人ひとり十分に

かかわれる家庭的な雰囲気を大切に、お子様
の大切な時期、少しでも子育ての手助けとな
れるよう職員一同、一丸となっております。 
お問い合わせや、ご見学等、お気軽にお越

し下さい。 
 

て日々成長できればと思っております。 

筋トレ、登山、ジョギングなど体を動かすこ
とが好きです。追い込むのが好きで、体のどこ
かに筋肉痛があると非常に快感です。 

今年の目標はフルマラソンを走ることです。 

一番の趣味は相撲です。戦前から平成まで前
世代を DVD、書籍などで研究しています。 

見るのはもちろんですが、取るのも大好きで
す。稽古相手をして下さる方、いつでも募集し
ています。 

診療科、氏名、卒業年、趣味・マイ
ブーム等、プライベートな事をお伝
えします 

（広報委員） 

内科医長 
深水 英昭 
（ふかみず ひであき） 

2002年（H14）卒 

内科 専門：総合内科専門
医 糖尿病専門医 消化器
専門医 

本年４月より神戸掖済会病院で勤務してい
ます。これまでは兵庫区にある川崎病院で６年
間勤務してきました。糖尿病・消化器・一般内
科・循環器・救急と全般的に診療をしてきまし
た。垂水区の医療に貢献できるように頑張って
いきます。 

３年前からダイエットのつもりで始めたロ
ードバイクにはまっています。後輩・同僚らと
ロングライドのイベントに参加するのが好き
で、淡路島・琵琶湖・しまなみ海道・四万十川
などをよく走っています。 

シバシ鍛えていただこうと思います。藤先生はじめ皆さま、よろしくお願い
いたします。 

中学生の時にバスケ部に入り、高校生は陸上ホッケー、大学では空手部（正
道会館）に所属していました。前病院では錦織圭に影響され院内のテニス部
に所属していました。今でも大学時代にテニスをしておけば良かったと後悔
する毎日です。多趣味、飽き性、得をする話、カメが大好きです。今年度の
目標は、英会話ができるように頑張ります！（ハワイでどや顔したい） 

循環器内科医員 

林 済亨 
（りん さいきょう） 

2012年（H24）卒 

研修医時代から血液ガスと心電図を読むのが好きで
す。（ちなみに学生の時は大嫌いでした）。将来は循環器
医として、不整脈分野を専攻していこうと考えています。
しかし、まだまだぺーぺーの下っ端ですので全範囲をビ

以外の幅広い疾患も診ていきたいと思います。 

滝めぐり、鍾乳洞めぐりが好きで旅行先にあるとついマイナスイオンの
世界に誘われてしまいます。世界三大瀑布の南米イグアスの滝はおススメ
です。 

 

眼科医員 

柏木 孝夫 
（かしわぎ たかお） 

2009年（H21）年 

眼科 

大学病院では白内障や緑内障、未熟児網膜症などを担
当していました。神戸掖済会病院に就くにあたり、それ

間、心臓カテーテル治療を中心に、その後大学
病院で不整脈を中心に診療を行ってきました。
専門分野は不整脈です。今回不整脈に対するカ
テーテル治療を行うべく赴任してきました。循
環器ではマニアックな分野ですが、日常診療で
困った心電図、モニター波形があれば気軽に相
談していただければと思います。 

後期研修中にゴルフを始めました。月１でコ
ースに行くように心掛けていましたが、大学病
院勤務になってからゴルフができていません。
神戸掖済会病院の隣にゴルフ場があるので、４
月末に子供が生まれる予定ですが家族には仕事
と偽ってまた始めようと思っています。因みに
腕前は初心者レベルです。ゴルフされる方は是
非一度。 

循環器内科医員 

小谷 健 

（こだに たけし） 

2005年（H17）卒 

循環器内科 

初期研修終了後は循環器
の後期研修医として 3 年


